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スチン発現を確認したが、Ex3LL からは発現を認めなかった。線維芽細胞株に Ex3LL の培養上清を加えると
ペリオスチンの発現が上昇することが確認された。ペリオスチン+/+線維芽細胞またはペリオスチン-/-線維芽細
胞と Ex3LL を共培養すると、ペリオスチン+/+線維芽細胞群の方が Ex3LL の増殖が認められた。Ex3LL にリ
コンビナントペリオスチンによる刺激を加えると、増殖能が亢進した。またリコンビナントペリオスチンによ
る刺激では Ex3LL の ERK のリン酸化が促進され、AKT や FAK のリン酸化には影響しなかった。そこでマ
ウス検体のリン酸化 ERK の免疫組織染色を行った。ペリオスチン+/+マウスの原発巣ではリン酸化 ERK が腫
瘍辺縁部で発現しており、間質のペリオスチン陽性領域が近接していることが確認されたが、ペリオスチン-/-
マウスの原発巣ではリン酸化 ERK の発現が弱かった。これらの結果から Ex3LL 細胞におけるペリオスチン
の主な下流シグナルが ERK であることが示された。本研究結果から、ペリオスチンは肺がんの進展に関わっ
ていることが示唆され、肺がんの進展を阻害するための標的分子となりえると考えられた。 
